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はじめに
本稿は韓国の平和問題研究所が発行している

















































































































































































































































































































































































































































































は 5 月 2 日に“2 月中旬から 4 月 30 日まで北
朝鮮全域の平均降水量は 23・5 ミリで平年の
35% 程度に過ぎない”と明らかにした。この























て 415 万 t に過ぎず、定量配給の基準ですでに
平均して 200 万 t の不足現象を表していた。こ
れにより北朝鮮は 1987 年からすでに一人当た








食糧生産量も 400 万 t 以下に急落し、深刻な飢
饉に直面するようになった。飢饉が最も深刻に
進行したと伝えられる 1995～1997 年の間に、
食糧生産は平均 365 万 t に過ぎず、減量配給基




どに支えられ、毎年 400 万 t 以上の生産水準を
再び回復しているが、2000～2008 年の間で食













































































































































































































































































人造肉は 1㎏が 2,500～3,500 朝鮮ウオンすると
言われ（地域によって値段の差がある）、北朝
鮮の一般的な労働者の一カ月分の給与に相当
する値段である。人造肉は「お湯や水に浸す
だけで柔らかくなり、これに野菜や山菜など
を和え物として一緒に食べるとそれなりに美
味しい食べ物になる」と言われている。中国
の吉林省の延吉の市場でも人造肉らしきもの
が売られているが、北朝鮮の人造肉とは異な
る。北朝鮮では各地の市場で売られているが、
高値のために誰もが購入して食することは難
しい。
８）農業の経験も知識も乏しい金日成が「主体農
法」と名づけて、「適地適作」「密植栽培」な
どを農民に強要したが、現地の実情に合わず、
北朝鮮の農業生産におけるマイナス要因とな
っている。
９）日本に来た北朝鮮農業研修団の団長が、「日本
の農業の視察して驚いたのは、農業試験場の
生産量と農家の生産量にほとんど差がないこ
とだった」と驚いたことがある。北朝鮮の農
業試験場と協同農場で使用される肥料などに
大きな差異があることが原因という。
10）北朝鮮の協同農場では労働時間や労働の質（重
労働か軽労働か）によって、その人の 1日の
労働量が算定されるが、この算定が厳密なも
のでないことが多いために、協同農場での作
業よりも、自宅ある「自留地」などでの農作
業に精を出すことが多い。
11）北朝鮮から日本には 2006 年までは毎年のよう
に、「農業研修団」が来ていた。日本各地で先
進農業技術を学び、農業に関する資料を収集
し、時には種子類を購入していた。しかし、
2006 年に北朝鮮が核実験を行ったことにより、
日本独自の経済制裁の一環として北朝鮮との
「人と物の往来」が制限され、農業研修団など
の団体が日本に来ることはなくなった。北朝
鮮が日本から種子を持ち出しをすることを政
府は制限しているが、民間団体からの寄贈や
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種子販売店から購入して北朝鮮に持ち出すこ
とはあった。
12）世界でも数少ない独裁国家である北朝鮮は、
言論や集会、移動などの自由が制限されてお
り、人民が自由に発言することは制限されて
おり、また発言した内容が政府を批判するよ
うな内容の時には、反政府活動の名のもとに
逮捕・拘束され、重罪に処せられる。
　　　このため北朝鮮の人民は「見ざる、聞かざる、
言わざる」を生きていくための生活の知恵と
している。日本でも「壁に耳あり、障子に目
あり」と言われ言動が外に漏れることに注意
を払うが、北朝鮮では不穏な言動が露出した
者が、「夜はネズミの知らない間に、朝は鳥た
ちが知らない間に姿を消す」と言われるよう
に、周囲の住民が知らない間に一家が連行さ
れていくことが多い。「もの言えば唇寒し」の
意識が人民に行きわたっており、隣人同士の
監視体制が行き届いている。
13）筆者は 1992 年から中朝国境の中国側に、北朝
鮮の情報を入手するために鴨緑江や豆満江岸
に、情報を提供してくれる人を定点観測者と
して置いている。彼らには情報ばかりでなく、
北朝鮮に親族訪問などで行く朝鮮族から北朝
鮮から持って来た北朝鮮の物資（グッツ）な
どの購入も依頼している。
